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県内の海岸に関する
住民会議の実績

九州大学大学院准教授

清 野 聡 子

県内の海岸に関する住民会議

・「和田町：白渚海岸を語る会」
（H11～H14、6回開催）

・「千葉東沿岸海岸保全基本計画」検討委員会・公聴会
（H14～H15、公聴会はH15.2月実施 ： 千葉県HP参照）

・「鴨川市：鴨川沿岸・海岸づくり会議」
（H15～H１9、6回開催 ： 鴨川市HP参照）

・「鋸南町：勝山漁港海岸・海岸づくり会議」
（H15～H16、4回開催）

・「館山市：那古船形海岸・海岸づくり会議」
（H20～H21、3回開催（継続中））

・「南九十九里浜養浜計画 技術検討会・策定会議」
（H19～H21、技術検討会3回、策定会議2回、策定会議幹事会5回）
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当初計画での海岸保全の考え方
 

緩傾斜護岸 

越波に対する防護範囲 

人工リーフ 当初計画位置 

「「白渚海岸白渚海岸を語る会」の事例を語る会」の事例

２０００年７月 越波直後の状況防 護 ： 対策前

緩傾斜護岸完了直後に越波が発生、国道が通行止め
（沖合の人工リーフは未施工）



3

「白渚海岸を語る会」の様子

海岸環境のゾーニング vs. 地元がこだわる場所
 

 

刺し網漁場 

海人漁場 

ｱﾗﾒ藻場 

岩礁帯  

磯場 
磯遊び･採貝･採藻  

サーフィン 

：特に意見が多い場所 

ゾーニング手法による環境調査結果
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空中写真

ポインティング手法を用いた調査結果

２００２年１０月４日撮影防 護： １次対策工の設置
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白渚海岸での成果

・自然環境、利用との共生
・磯場環境、海域利用の
現状が保たれた

環境、利用

・海岸保全への理解

・行政不信の解消と、

新たなｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの形成

・県海岸行政の意識改革

・合意形成のあり方の提案

・多くの住民の

合意を得た
地元合意

・防護、環境、利用を調整した

海岸保全計画の実現

・海岸保全上の技術的課題

（越波、環境評価）の明確化

と改善手法の提案

・越波の安全度向上

（30年確率波）
・地域特性に合わせた柔
軟な対応

（結果：コスト縮減）

防 護

成果の意義得られた成果項 目

合意形成会議の過程で得られた

合意が得られた要因

・地元行政が主体となる

・柔軟な行政判断（国を含む）

・議論を尽くす（時間をかける努力）

行 政

・各々立場が理解されるための努力

・行政活動への積極的な参加

・環境保全の意識が高かった

参加者

（住民､組合､団体等）

・（有識者らの情熱）

・現場を見ながらの議論と情報共有

・科学的な現状分析

・プレゼンの工夫（分かりやすい表現）

・意見調整役の存在

有識者・技術者

・真面目な参加者が多かった（結果論）

・参加しやすい雰囲気づくり

（土日開催、発言しやすい会場運営）

会議の進め方

キーワード分 類
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平成9年(1997年) ： 鴨川ｼｰﾜｰﾙﾄﾞ提供

護岸の天端
(管理用通路 )

東条海岸の越波被害

「鴨川市海づくり会議」の事例

東条海岸の越波被害

平成9年(1997年)

鴨川土木事務所撮影
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１９４７年
１９６７年

東条海岸

鴨川漁港

前原横渚海岸

１９４７年

東条海岸

鴨川漁港

前原横渚海岸

沿岸の変遷

２００３年

東条海岸

鴨川漁港

前原横渚海岸

沿岸の変遷
１９９５年

東条海岸

鴨川漁港

前原横渚海
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２００３年

東条海岸

鴨川漁港

前原横渚海岸

鴨川沿岸の課題

侵食の要因：前原海岸離岸堤/鴨川漁港防波堤の建設
→ 侵食が継続すると、越波被害が継続

漁港の課題：港内静穏度が低く、船が係留できない
→ 防波堤を延伸したい → 侵食が拡大する

浜荻漁港

東条・広場東海岸

前原･横渚海岸

鴨川漁港

浜荻2号海岸

鴨川市

弁天島

待
崎
川

加
茂
川

鴨川ｼｰﾜｰﾙﾄﾞ

採用した対策工

2003年 1月 京葉測量（株）撮影

・鴨川漁港：防波堤延伸
→波除堤に変更

・東条海岸：護岸嵩上げ
（緩傾斜護岸改良）
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東条海岸の越波対策（嵩上げ）

九十九里浜本来のイメージ

白子海岸（Ｈ２２．４撮影）
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白子海岸（Ｈ１９．７撮影）

栗山川左岸（Ｈ２０．４撮影）
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